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序文

本報告書は、塩川ダム建設工事に先立ち、1989年度から1991年度までの三カ年にわたり実施されました塩

川遺跡の発掘調査の成果をまとめたものであります。

本遺跡の所在する山梨県北巨摩郡須玉町比志および小尾は釜無川水系の一支流である塩川の上流域に位置

し、周囲を奥秩父山系の山々に囲まれた小集落が点在する環境にあります。この流域は、戦国期には甲州か

ら信州を結ぶ重要な交通路であったと考えられており、峰火台の伝承地が数多く残ることが従来から知られ

ております。しかし、原始・古代の遺跡につきましては、調査例も少なく縄文時代の遺跡が数カ所知られて

いる程度でした。このような地域で行われました今回の発掘調査は、これまで不明点の多かったこの地域の

歴史の一端を覗かせる成果をあげる結果となりました。

調査は塩川ダムの湖底に沈むＡ・Ｂ両地区および遮水壁工事により掘削される前の山地区の３地区につい

て実施し、その調査面積の合計は約１０，０００㎡を測り、各地区の概要は以下の通りであります。

Ａ地区からは縄文時代の土坑３基、時期不明の土坑11基・溝状遺構２基が検出され、遺物は縄文時代前期

から後期に至る土器群・石器・土偶などや平安時代の土器片が発見されており、特に縄文時代前期・中期の

土器群の資料が注目されます。

Ｂ地区からは縄文時代の住居杜６軒・土坑３基、古墳時代の住居杜１軒、平安時代の住居杜５軒、中世の

地下式土壌１基・竪穴状遺構41基・五輪塔の集中区１カ所、近世の墓塘104基、時期不明の土坑10基・掘立柱

建物杜１軒・石組み状遺構１カ所などが検出されております。また遺物としましては、縄文時代早期から晩

期にいたる土器群・石器類、古墳時代前期の土器、平安時代の土器類、中世の土器・陶磁器類・石造物、近

世の陶磁器類・生活用具類などが発見されております。Ｂ地区はその内容が多岐に渡りますが、特に縄文時

代の早期から晩期の土器群・山間部での出土例として貴重な古墳時代前期の「Ｓ字喪」・墨害土器などを出

土する平安時代の小規模集落・中世の武士階級層の生活を想起させる舶載陶磁器や茶臼・火葬骨埋葬を伴う

五輪塔。近世山村部の生活復元に貴重な資料を提供する墓塘群などが注目されます。

前の山地区からはそこに伝わります「前の山峰火台」の伝承を確証できる遺構・遺物は検出されませんで

したが、人為的に構築されたテラス状遺構・石垣・焼土や炭化物を伴う土坑などが検出されました。

以上の様に、我々の予想をはるかに上回る豊富な内容を持った遺構・遺物を検出しましたＡ・Ｂ両地区の

調査や塩川流域に数ある峰火台伝承地で初めて発掘調査が行われました「前の山峰火台」を含む前の山地区

の調査は多くの成果をあげましたが、今後の課題も残されております◎本報告書が多くの方々に研究資料と

してご活用いただければ、これにまさる喜びはありません。末筆ながら、発掘調査から報告書刊行に至るま

で、種々ご支援。ご協力をいただいた関係機関各位、並びに直接調査に従事していただいた方々に厚く御礼

申し上げます。

1992年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正 義
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本書は､磯鴬喧蹴維雌志.催に所在する馴溺の発掘調査報告書である。
本調査は、塩川ダム建設工事に伴うものであり、山梨県教育委員会が県土木部の委託を受け実施した。

発掘調査および整理調査は山梨県埋蔵文化財センターが行なった。

調査は調査年度により、第１次～３次に分かれるが、本報告では遺跡名を「塩川遺跡」と総称し、調査年度

にかかわらず各地区（Ａ地区。Ｂ地区・前の山地区）ごとにまとめて報告する。

各地区の地番・調査期間は以下のとおりである。

Ａ地区（須玉町字比志3870番地他）1989年５月15日～８月４日（第１次）
1989年７月17日～12月18日（第１次）Ｂ地区（須玉町字小尾200番地他）
1990年５月７日～11月20日（第２次）

前の山地区（須玉町字比志3772番地他）1991年５月７日～９月17日（第３次）

本書の編集および付篇以外の執筆は、保坂裕史・森原明度が行なった。執筆分担は第Ｖ章第１節・第２節を

保坂が担当し、それ以外を森原が担当した◎

遺構・遺物の写真撮影は八巻興志夫・保坂・森原が行なった。

一部の遺構（墓塘）・遺物（石器）の実測については、シン航空写真㈱に写真実測を委託した。

付篇の執筆は下記の方々に委託し、玉稿を賜った。記して感謝申し上げたい。

「塩川遺跡出土土器の胎土分析」河西学氏（帝京大学山梨文化財研究所）

「塩川遺跡出土人骨について」森本岩太郎氏・吉田俊爾氏（聖マリアンナ医科大学）

「塩川遺跡出土の脊椎動物遺体」金子浩昌氏（早稲田大学）

塩川遺跡の資料（遺物・図面・写真等）は一括して、山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

発掘・整理調査に際し、下記の方々・機関からご協力・ご教示を頂いた。記して感謝申し上げたい。

須玉町教育委員会、須玉町塩川地区・比志地区の方々、帝京大学山梨文化財研究所、塩川ダム本体ＪＶ、真

行寺、小野正敏、河野真知郎、小林真一、萩原三雄、服部英雄、金刺伸吾、小林寅夫、小林経広、山路恭之

助 、深沢裕三、大村昭三（順不同・敬称略）

塩川遺跡の発掘調査・整理調査にかかわる組織は以下のとおりである。

調査主体山梨県教育委員会

調査担当山梨県埋蔵文化財センター

副主査・文化財主事八巻興志夫（平成元年度担当）

文化財主事保坂裕史（平成元年度・２年度・３年度担当）

文化財主事森原明度（２年度・３年度担当）

調査員大柴宏之（平成元年度)、森原智恵子（平成３年度）

発掘調査作業員

河手寿子、中村雪江、松田かね代、堀込静子、堀内としえ、丸山幸男、植松政直、植松春子、丸

山倉吉、丸山正文、八巻志げ子、日向七典、小沢幸子、比志登代子、比志はな子、日向君子、清

水増子、鷹左右久恵、碓井かつえ、小沢いえ子、小沢玉子、三井晴子、小野秀、平井あさえ、

矢巻安義、有井勝美、比志妙子、網野秀貴、飯島隆士、小沢すみえ、浅川滋子

整理調査作業員

野中はるみ、望月和佳子、塩島冨美子、中沢美智子、斉藤多喜子、石原はつ子、渡辺征子、小林

とし美、長田明美、弦間千鶴、梅林はなの、斉藤つね子、長田くみ子、吉岡歌子、塩島博夫、内

藤真千子、伊林佳子、長田久江、金井京子、福淫準子、平重蔵、高野員寿美、西名博恵、若林

初美、名取洋子、伊藤順子、五味節子、萩原和華子、保坂典子、長田美和子、中込よしみ、宇野

和子、出月多津子、出月満寿江、長田可祝、出月遊亀子、長田和子、矢崎ます子、長田純子

土木作業員小山孝雄、古川竹弘、藤原健次（順不同）
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遺構番号は、種類別に確認順で付してあるため、その所属時期・位置とは無関係である。また、調査時と報

告時で番号が異なる遺構（特に墓墳）については墓塘NO新旧対応表（Tab､３）を付した。

全体図・遺物分布図等で用いた各種スクリーントーン・ドットマークの用例は、それぞれに指示した。

各遺構図版中のドットマークは遺物の出土点を示し、付した番号は遺物図版中の番号に合致する。また、接

合関係にある遺物は、各々を実線で結んだ。

遺構図版は、原則として磁北を上に組んだが、例外もある。

遺構図版等で使用したレベル（LEVEL）は標高を示し、単位は、（メートル）である。

遺構・遺物図版の縮尺は以下のとおりであるが、例外もあるので各図版ごとのスケールを参照されたい。

住居杜……1／６０炉……1／２０土杭……1／６０，１／４０埋髪……1／２０カマド……1／２０

墓墳……1／３０掘立柱建物杜……1／８０五輪塔集中区……1／３０石組状遺構……1／３０

縄文土器……1／4あるいは1／３（縄文土器の拓本は1／3）土偶・耳飾……1／２

石鑑・石錐・石匙など……2／３打製石斧・磨製石斧……1／３磨石・凹石など……1／４

土師器・須恵器……1／3あるいは1／４紡錘車……1／３

土師質皿形土器……1／３内耳土器……1／４陶磁器……1／3あるいは1／２

五輪塔・石臼・その他の石製品……1／６飾金具……1／１土製品……1／２

煙管・古銭・火打金・小柄・鍔など……1／２

土器・陶磁器の実測図は原則として、右側に内面と断面を、左側に外面を示したが、例外もある。また、拓

本・断面図は左に外面を、右に断面を示し、内面の拓本がある場合は断面の右側に示した。

土器以外の遺物の実測図は原則として、第三角法を用いたが、石臼・金属製品などの一部に例外がある◎

胎土に繊維を含む土器の断面図には、網目を入れ、須恵器の断面は黒く塗りつぶした。

陶磁器の紬薬や文様は、可能な限り墨・スクリーントーンなどを用いて表現した。

Fig.２００（「遺構外出士遺物舶載陶磁器・東海系陶器」）では、紬の掛かる範囲を特に示したい場合は、

「横線」のスクリーントーンを用い、紬の掛からない範囲を特に示したい場合は、「点網」のスクリーントー

ンを用い示した。

各図版で単的に用いたスクリーントーン等については、それぞれに用例を示した。

本文中の土層説明や土器の色調説明には『標準土色帖（1990年版）』（農林水産省農林水産技術会議事務局

監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）を参考に記述した。

Fig.２（「周辺の地形および遺跡分布」）に用いた地図は国土地理院発行の１：50,000地形図「八ケ岳」

「金峰山」「韮崎」「御岳昇仙峡」である。
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第Ｉ章調査にいたる経緯と経過

第１節第１次。２次調査にいたる経緯と経過

山梨県土木部では、塩川総合開発事業の一環として、北巨摩郡須玉町字比志・小尾地内に塩川ダムを建設する

こととなった。そのため、山梨県教育委員会文化課は、県土木部河川課と協議の上、昭和61年10月に建設予定地

内の分布調査を実施した。この分布調査によって、小尾200番地周辺（旧塩川神社南西側＝Ｂ地区）および比志

3870番地周辺（旧須玉北小学校東南側＝Ａ地区）に縄文時代・中世を中心とした遺物の散布が確認された。

分布調査の結果を受け、平成元年４月17日より、開発事業主体である大門・塩川ダム事務所と具体的に調査等

に関する協議を重ねた。また、これと並行して須玉町教育委員会や塩川地区との打ち合わせを行ない、同年５月

から11月までＡ地区およびＢ地区について発掘調査を実施した。

また、Ｂ地区に関しては遺跡の内容等から、平成２年度も継続調査することを平成元年度中に協議決定し、平

成２年５月から11月まで発掘調査を実施した。以下、平成元年度・２年度の調査事務の経過について記述するｏ

平成元年４月６日文化庁長官宛に発掘通知を提出する。

５月15日第１次発掘調査を開始する。

１２月18日第１次発掘調査を終了する。

１２月26日韮崎市警察署長宛に埋蔵文化財発見通知を提出する。

以後、平成２年３月末日まで整理調査を実施する。

平成２年４月18日文化庁長官宛に発掘通知を提出する。

５月７日第２次発掘調査を開始する。

１１月７日第２次発掘調査を終了する。

１２月26日韮崎市警察署長宛に埋蔵文化財発見通知を提出するｏ

以後、平成３年３月末日まで整理調査を実施するｏ

第２節第３次調査にいたる経緯と経過

平成２年10月、県土木部河川課より堰堤補強工事のため、須玉町比志3772番地周辺（通称「前の山」の山頂を

一部含む西斜面）を掘削する計画があるとの連絡を受けた。通称「前の山」は伝承や立地環境などから峰火台で

あった可能性が従来から指摘されていた。そこで河川課、文化課および須玉町教育委員会との協議の上、あらか

じめ現地踏査を行ない、掘削計画地外に石垣状の遺構が存在することが確認された。しかし、掘削予定地内につ

いての遺構有無は現況からは判断しかねたため、試掘調査を実施することを協議決定した。試掘調査を実施した

結果、テラスや焼土の散布を確認した。その後、掘削計画の変更等も協議したが、やむを得ず発掘調査を実施す

ることとなった。以下、平成２年度・３年度の調査事務の経過について記述する。

平成２年10月26日現地踏査を開始する。

１１月８日～16日試掘調査を実施する。

平成３年４月17日 文化庁長官宛に発掘通知を提出する。

５月７日第３次調査を 開始する。

９月17日 第３次調査を終了する。

以後、平成３年12月20日まで整理調査を実施する。

平成４年３月末日 第１次～３次調査の発掘調査報告書を発行する。

－１－





以下、各地区の地形を概観する。

Ａ地区およびＢ地区は、釜瀬川と本谷川の合流点を擁する谷底の旧塩川集落に位置し、西流する本谷川をはさ

み、対時する位置にある。両者間の距離は最短部で、約400ｍを測る。

Ａ地区は旧須玉北小学校東南側、本谷川の左岸段丘上（南側）の北西向き緩斜面に位置する。調査区の標高は

最低所で約868ｍ、最高所で約872ｍを測る。調査区南側には山斜面が迫り、小規模な窪地となっていたため調査

区全体は南西向きに傾斜する地形を見せる。また、調査区東側には小河川が北流している。窪地のためか、地元

ではＡ地区付近を「屋敷窪」と呼称していた。

Ｂ地区は旧増富保育園の南側、あるいは旧塩川神社の南西側に位置する。本谷川の右岸段丘上（北側)、南流

する釜瀬川の左岸段丘上（東側）の平坦地に位置するが、本谷川と釜瀬川にはさまれる舌状の段丘先端部とも表

現できよう。調査区の標高は最高所で約847ｍ、最低所で約839ｍを測る。調査区の東側は山斜面が迫り、北側に

は小河川が北方の神戸集落（標高約1,000ｍ）方面から流れている。調査区全体は南西側へ緩く傾斜するものの、

調査区東側の平坦面（標高844ｍ前後）と西側の平坦面（標高841ｍ前後）が認められる。

前の山地区はＡ区。Ｂ区の位置する谷底の南方にある山にあり、新設された増富小学校の西側、移転した新塩

川集落の北西に位置している。調査区は山頂および山頂から北東へ延びる尾根上に位置している。山頂（調査区

最高所）の標高は990.191ｍを測り、最低所の標高は、約952ｍを測る。この山は旧塩川集落では、「前の山」と呼

称されていたが､比志集落では､同じ山を｢釜義｣と呼称していた｡調査区名は｢前の山地区」としたが、これ

は発掘前から調査区周辺が「前の山峰火台」として推定されていたことに起因するものである。

なお、塩川遺跡周辺の地形や各地区の位置については、Fig.３（「塩川遺跡全域図」）を参照されたい。

第２節歴史的環境

塩川遺跡の位置する須玉町周辺地域では現在までのところ、Fig.２（「周辺の地形および遺跡分布」）に示し

たように、旧石器～近世にいたるまでの多くの遺跡が分布している。これらの内容をここで詳細に述べることは

できないが、この地域の歴史の大まかな流れを見ておきたい。はじめに、塩川遺跡周辺の遺跡分布の状況につい

てふれる。

Fig.２に示した範囲は、東端を一部欠いた須玉町と南部に隣接する敷島町、明野村、西部に隣接する高根町、

北部に隣接する長野県の南牧村、川上村のそれぞれ一部である。一見すると、西の高根町に遺跡の濃密な分布が

看取される。これは、高根町で近年、詳細分布調査が実施されたことに起因するが、その町域を遺跡の集中地で

ある八ケ岳東南麓に占めていることも影響している。須玉町では須玉川・塩川流域の河岸段丘上を中心とした部

分に、縄文時代から中。近世にいたる遺跡が確認・調査されており、明野村でも茅ケ岳東南麓において、数カ所

の遺跡が確認されている｡しかしこれらの地域では、まだ詳細な分布調査が実施されておらず、未確認の遺跡も

多いことが予想される。近年、この地域内では、大規模なゴルフ場等の開発が相次いでおり、今後さらに多くの

遺跡が発見され、調査されることは必至であろう。

現在までのところ、この須玉町周辺の地域のうち、特に山間部の遺跡は分布数も少なく、内容が明らかにされ

るものも少ない。しかしながら、塩川遺跡の調査によって得たデータからも言えることだが、山間部の遺跡から

意外とも言えるほどの内容の遺構・遺物が発見されることも例外ではない状況にある。周辺地域の各時代の様々

な歴史究明のために、今後もより一層の注意が必要とされよう。

以下、時代を追って、塩川遺跡周辺の遺跡を概観する。

旧石器時代については、塩川流域で遺跡・遺物等が確認された例は現在のところない。ただし、塩川遺跡の北

西の高根町清里地区周辺あるいは、長野県側の南牧村野辺山では、後期旧石器時代の遺跡が確認されている。縄

文時代については、塩川遺跡周辺の山間部に時期は不明であるが散布地として、須玉町浜井場遺跡（13）焼牧遺

跡(9)他が確認されているｏ草創期については、須玉町周辺における確認例は現在のところない。早期については

－３－





高根町丘の公園第１～３遺跡（36）他で確認され、須玉町では原の前遺跡（32）御屋敷遺跡、御屋敷西遺跡(27）

などで確認されている。前期については、高根町では数カ所の遺跡が確認され、須玉町では桑原南遺跡（31）塚

田遺跡（17）川又南遺跡（26）ほかで出土例がある。中期については、遺跡数が急増する。高根町・須玉町・明

野村で確認される縄文時代の遺跡の大半はこの時期に属すものである。須玉町の遺跡例としては、出産を表現し

た文様の土器（井戸尻式）の出土で知られる津金御所前遺跡（28）や郷蔵地遺跡（11）など多数が挙げられる。

後晩期については、高根町青木遺跡（37）石堂Ｂ遺跡（38)、須玉町桑原遺跡などが挙げられ、配石遺構の存在

などに祭祁的要素の強さが指摘される。弥生時代については、須玉町の大豆生田遺跡（19）から中期の条痕文士

器が出土している。また須玉町川又遺跡（26）から前期の遺物が出土した旨の報告があるが、内容は定かでない。

他の確認例は現在のところない。古墳時代前期については、高根町西ノ原遺跡で住居杜が確認されているが、須

玉町周辺で確認される遺跡はなく、南東側の韮崎市に遺跡の分布が濃い。後期については、古墳が須玉町若神子

周辺に湯沢古墳（20）他が確認され、高根町にも数基確認される。しかし、集落・土器等の様相はわずかに高根

町の小池士取場遺跡（40）などから出土した遺物から窺い知れるのみである。奈良時代については、北巨摩郡全

体でも不明であり、わずかに韮崎市中田小学校などに調査例がある程度である。平安時代については、遺跡数が

急増し重要な遺跡も多く確認される。平安時代の須玉町周辺の地域（塩川流域）は巨麻郡逸見郷に属したとする

説が有力である。また、周辺地域には、柏前・真衣野・穂坂の三御牧の存在が推測され、それぞれ八ケ岳東南麓・

西南麓、武川村牧ノ原、韮崎市穂坂に不確定ではあるが比定されている。そして、須玉町周辺はこの三御牧の掌

握を可能とする位置にあることから、関連遺跡の存在が推測されている。代表的な遺跡としては、高根町湯沢遺

跡（41）〈柵列。．字形配列の掘立柱建物吐群・隆平永宝・他〉が公的施設（官衝など）の可能性のある遺跡と

して挙げられる。また湯沢遺跡に近接する須玉町大小久保遺跡（46）〈９世紀後半の土師器焼成遺構・工房杜・

内黒土器他＞も技術者集団にかかわる遺跡例として挙げられる。これらの遺跡および須玉町大豆生田遺跡からは

｢布目瓦」の出土もあり、近隣に瓦葺の建物の存在したことが窺える。他にも、高根町青木北遺跡、東久保遺跡

(42）須玉町塚田遺跡（17）西川遺跡（25）明野村普門寺遺跡（43）など多くの遺跡が確認されるｏまた、塩川遺

跡の北方、信州峠を越えた長野県側の横尾遺跡（35）でも、内黒土器を出土する住居杜の調査例がある。平安時

代以降の遺跡については、中世に関わるものが多い。明野村中村道祖神遺跡（44）等では地下式土壌他が、須玉

町塚田遺跡では五輪塔他が確認されている。これら以外にも、峰火台・関・屋敷杜などの伝承地も多く存在する。

これらすべてを確実視することはできないが、現在のところ、それらを否定する材料もない。そのため、確認あ

るいは調査された遺跡とともに図中には掲げておく。また、武田家臣団の一つ「津金衆」および「小尾党」ほか

(戦国期の塩川および須玉川流域に存在したとされる）については、塩川遺跡の調査内容に大きくかかわると考

えられる。本来であれば、詳細な記述を必要とするところだが、第Ⅵ章末に参考文献等を記載したので、それら

を参照されたい｡近世の遺跡については、確認例が少ない。石碑や古銭の出土例がある程度であり、遺構はほと

んど確認されていない状況である。

なお、塩川遺跡は古道「穂坂路」（近世以降の「小尾街道」）の筋上に位置している。「穂坂路」については

甲府から西へ茅ケ岳南麓を経て、塩川に沿い北上し、信州の川上へいたるルートが推測されている。これについ

ては『穂坂路』（山梨県教育委員会、1984年刊）を参照されたい。

壷11蝿罷綴喜霊難脇塞I蝋黙認評の地形および遺跡分布｣と第２節本文に合致する）
１.塩川遺跡Ａ地区２．Ｂ地区３.前の山地区４．村ノ内５．千石６．上の平７.寝屋８．大柴９．焼牧１０.四辻１１.郷
蔵地１２.馬込１３.浜井場１４.押出１５.上の原16.下平１７.塚田１８.大免１９.大豆生田２０.湯沢古墳２１.若神子小学校古墳
22.蟹坂２３.西大久保２４.小倉２５.西川２６.川又、川又南２７.御屋敷、御屋敷西２８.津金御所前１次２９.津金御所前２次
30.相の原３１.桑原、桑原南３２.原の前３３.西原３４犠生３５.横尾（長野県）３６.丘の公園第１～３３７.青木遺跡３８.石堂
Ｂ３９.西ノ原４０.小池共同土取場４１.湯沢４２.東久保４３.普門寺４４.中村道祖神４５.柳坪４６.大小久保
★……城・砦・屋敷跡・関など（伝承地を含む）
Ａ・和田の城山Ｂ・比丘尼塚Ｃ・神戸の城山Ｄ・比志の城山Ｅ・大渡の峰火台Ｆ・岩下（小森）の城山Ｇ・平見城の峰火台
Ｈ・獅子11孔城Ｉ・浅川砦Ｊ・信州峠の峰火台Ｋ､三枝土佐守屋敷跡Ｌ､屋代氏屋敷跡Ｍ・真田氏屋敷跡Ｎ・大豆生田砦○.若
神子南城Ｐ・若神子古城Ｑ､若神子北城Ｒ､大坪砦Ｓ､津金又十太郎屋敷跡Ｔ,旭山砦Ｕ・源太ケ城Ｖ・古宮屋敷跡Ｗ・中
尾城Ｘ､小森将監屋敷跡Ｙ・浅川氏屋敷跡ａ・小尾の番所跡ｂ・岩下の関ｃ・馬場の関ｄ・根小屋の関
△……鉱山
１．斑山金鉱跡※須玉町内の遺跡および本文中に引用した遺跡のみ名称を示した。その他については、

第Ⅵ章末の参考文献を参照されたい。
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第１節調査の概要

Ａ地区は、須玉町字比志3870番地他に位置する。地形・調査経緯等は第Ｉ章・第Ⅱ章を参照されたい。

調査前のＡ地区は、ほぼ全域が畑地として利用されており、少量の縄文土器片が表面採集されるような状

況であった。そこで、調査は先ず遺跡の範囲・残存状況等を確認すべく、試掘調査から開始した。その結果、

総面積約１，２００㎡におよぶ遺跡の範囲を確認し、全面掘り下げによる本調査に移行した。

調査はＧｒｉｄを基本に進めたが（Fig.４「Ａ地区全体図」参照)、そのＧｒｉｄは北を基準の南北基本線（磁北

より１９・東へふれる）とこれに直交する東西基本線をもとに、一辺５ｍの正方形にそれぞれを設定した。各

Gridの名称は南西端のポイント杭名称（調査区南西端より北へＡ～Ｎ…（東西ライン）と英大文字を付し、

東へ１～７…（南北ライン）と数字番号を付した｡）を付し、（北へ並ぶ英大文字）一（東へ並ぶ数字）のよ

うに呼称した。

なお、第Ⅳ章で述べるＢ地区の調査にもGrid法を採用しているが、Ａ地区のＧｒｉｄとは基本線が完全にずれ

ており共通するものではない。また、呼称も混乱を避けるため、故意的に変えてある点を予め了承されたい。

調査は試掘調査で確認した表土層を重機で除去し、遺構・遺物の確認に努めた。遺構は全て第Ⅲ層上面に

て確認され、各遺構を層位的に時期区分して捉えることはできなかった。遺構の残存状況は篠を多く含む第

Ⅲ層に構築されたため、良好とは言えない状況であった。また、遺物（特に縄文土器）は第Ⅱ層中位から第

Ⅲ層上面にかけて集中的に出土し、現地においては層位的な新旧関係を追求できるものではなかった。

記述が前後してしまうが、Ａ地区の基本土層については以下のとおりである。

第１層表土層であり、黒褐色を呈する耕作土である。小喋を若干含む。

第Ⅱ層茶褐色を呈する。表土層よりやや茶色を帯びる程度だが、小喋を多く含む。

第Ⅲ層明茶褐色を呈する。１０cm大～人頭大の喫を多く含む◎各遺構は本層を掘り込んで構築される。

確認された遺構・遺物は縄文～平安時代におよぶ。内容については第２節以下にて述べていくこととする。

塩川遺跡出土の縄文土器分類表

、

。表（Tab､１）の右側圏に出土地区の該当有焦を示したので参照されたい
ては出土していない群・類・種も存在する。記述が煩慧になってしまうが

なお、分類は、Ａ・Ｂ両地区に共通したものを使用するため、地区によつ
－司蓮（文様の特徴などによる分類）
一笑頁（時期の分類：上記６期区分内の区分）
一君羊（時期の分類：縄文時代草創期～晩期の６期区分に基づく）

｡した分類を用いることとする。分類は以下のような考えを基本とした

明
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第Ⅲ章Ａ地区の調査

塩川遺跡Ａ・Ｂ地区から出土した縄文土器についての説明には、左表に示

Tab、１

タ ラ 、 突 頁 ＜ 君 羊 一 笑 頁 一 手 重 ＞ Ａ Ｂ タラ、突頁く君羊一笑頁一零重＞ Ａ Ｂ

工君羊 ｜<早其月の土器を一括する〉
１類早期中葉前後？（刺突文）

●

◎

２類早期中葉（平行沈線文系） 。

３ 類 早期後半（条項文系） ◎

４類早 期末葉（条項文系） 。

５類早期末葉（条痕文系：貝殻文） 。

立君羊 ｜（前其月の土器を一括する〉
｢I~扇一雨期前半（磯維土器・厚手・脆弱・内面調整が組溌）

｜
種
種
種
種
種
種

一
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

ｒ
－
ｌ
－
１
－
ｌ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
ｌ

直線的な格子目状の細い沈線文
直線的な縦の方向性を有す沈線文
直線的な不規則な方向性を有す粗い条痕文
曲線的な弧状の条痕文
縄文あるいは擦糸文
庶文あるいは隆帯文

２類前期前半（繊維土器・術薄手・腿弱・内面調整が丁寧）

３類前期前半（繊縫焦含・術薄手・堅樋・内面指頭圧痕残）

４類前期後半（半裁竹管文主体・諸還ａ式鯛蝿ａ～ｂ式）

｜
種
種
種
種

一
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

ｒ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ

縄文地文に格子目状の沈綿文
縄文地文に連続刺突文
地文なしで連続刺突文
地文なしで円形刺突文

５類前期後半（沈線文・浮線文など主体・諸磯ｂ式）

地文に弧状の平行沈線文
のみ

文
文（浮線文より幅広い）

●

○
○
○
○
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（１）土坑、

1号土坑（Fig.５．６，Ｐ１．１－３）

（位置）調査区の南端側、Ｃ･Ｄ－３Ｇｒｉｄに位置する。周辺に他の遺構

はなく、遺物の分布も少ない。

（形状）平面形態は長楕円形、断面形態は箱形を呈する。

（規模）長軸は1.15ｍ、短軸は0.55ｍを測る。深さは0.51ｍを測る。

（遺物）覆土中より１点のみ出土した。１は縄文土器の底部である。

ダ

手

坑くＩ

2号土坑（Fig.７．８、Ｐ１．１－４）

（位置）調査区中央の西寄り、Ｈ－３Ｇｒｉｄ

に位置する。北側に存在する３

号土坑によって切られる。

－
８

匂
０

、〃

ハ
｝

、

（形状）平面形態は不整円形､断面形態Ｌ…，‐１１cm’
は円形を呈す。Fig.５１号土坑出土遺物（％）

（規模）長軸は1.02ｍ、短軸は0.82ｍを測る。深さは0.36ｍを測る。

（遺物）覆土中から１点のみ出土した。３（Fig.８－３）は縄文土器、

深鉢胴部である。２群５類一ｂであり、縄文の地文に沈線文が

施される。

3号土坑（Fig.７．８，Ｐ１．１－４）

（位置）調査区中央の西寄り、Ｈ－３Ｇｒｉｄに位置する。南側の２号土坑

を切る。

（形状）平面形態は長楕円形、断面形態は現状では浅鉢形に近いが、一

部残る壁（東壁）から元は箱形であった可能性が高い。

（規模）長軸は1.68ｍ、短軸は1.24ｍを測り、遺構確認面からの深さは

0.45ｍを測る。

（遺物）土坑底部に接して、１．２（Fig.８－２．３）の２点が出土し

た。１は、縄文土器の浅鉢である。口縁部内面に角押文の連続

Fig.６１号土坑

合

2>妄§ハ
ーー〆

手9．皿８

第２節調査された遣構と遺物

－８

刺突が、口縁部外面には縄文

（ＲＬ）が施される。また、口

縁端部には刻み目が巡り、対

時する２カ所に突起が付され

る。Ⅲ群２類である｡２は、

縄文土器の深鉢底部である。

五領ケ台式に特有の器形であ

る。

4号土坑（Fig.９）

（位置）調査区の北端、Ｋ･Ｌ－４Ｇｒｉｄ

に位置し、北側の５号土坑を

切る。

（形状）平面形態は隅丸台形、断面形

態は皿形を呈する。

！…，-11cｍ２

３号土坑出土遺物（％）

L_=（加重'三
１

狸
瀞

－●

８

－９－

２

Fig.８２・

綴雪雲雲琴噸宣三三鷺



８

＜

（規模）長軸は0.55ｍ、短軸は0.52ｍを測る。

遺構確認面からの深さは0.13ｍを測る。

5号土坑（Fig.９）

（位置）調査区の北端、Ｌ－４Ｇｒｉｄに位置し、

南側の４号土坑に切られる。

抄、
（形状）平面形態は長楕円形、断面形態は、

浅鉢形を呈する。

（規模）長軸は約1.0ｍと考えられ、短軸は

0.78ｍを測る。遺構確認面からの深

さは0.15ｍと非常に浅い。

６号土坑（Fig.10、Ｐ１．１－５）

（位置）調査区の北端、Ｋ－３Ｇｒｉｄに位置す

８号土坑

斗

Fig.１１１１号土坑Fig.１２１０号土坑Fig.１３９号土坑

８号土坑（Fig.10、Ｐ１．１－５）

（位置）調査区北端、Ｌ－４Ｇｒｉｄに位置し、７号土坑に切られる。（形状）平面形態は楕円形、断面形態

は箱形を呈する。（規模）長軸は1.07ｍ、短軸は0.82ｍ、深さは0.34ｍを測る。

９号土坑（Fig.13,Ｐ１．１－５）

（位置）調査区北端、Ｋ･Ｌ－４Ｇｒｉｄに位置する。（形状）平面形態は不整円形、断面形態は台形を呈する。

（規模）長軸は3.85ｍ、短軸は2.15ｍ、深さは0.58ｍを測る。

10号土坑（Fig.12）

（位置）調査区中央西寄り、Ｇ－２Ｇｒｉｄに位置する。（形状）平面形態は楕円形、断面形態は皿形を呈する。

（規模）長軸は1.91ｍ、短軸は1.15ｍ、深さは0.26ｍを測る。

４

｡
６号土坑

調 倉区の北端、腿－３Ｕｒｌｄに皿直す４号土坑
、

る 。ム．
２ｍ

平面形態は不整円形、断面形態は台一一一一一一弐
Fig.９４．５号土坑

形を呈す。

＜、

０ ２ｍ
Ｌ△・・．Ｉ‐－１

Fig.１０６．７．８号士坑
(形状）

_『ー γー
（規模）長軸は0.79ｍ、短軸は0.66ｍを測る。

深さは0.43ｍを測る。

7号土坑（Fig.10、Ｐ１．１－５）

（位置）調査区の北端、Ｋ・Ｌ－３Ｇｒｉｄに位置する。北側
＜， ＜、

調査区の北端、Ｋ・Ｌ－３Ｇｒｉｄに位置するｏ北側０．８１８

の ８号土坑を切 る。’８

平面形態は不整円形、断面形態は台形を呈す。

長軸は1.05ｍ、短軸は0.83ｍ、深さは0.52ｍを測る。

(形状）

(規模）

＜・
、

－１０－

，

マ.｡

０ ２，
１。．．．ｌ－ｊ Ｏ ２ｍ

Ｉ．．．．１１

Fig.１１１１号土坑Fig.１２１０号土坑

面
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871.0
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（位置）調査区ほぼ中央、Ｅ－３．４Ｇｒｉｄに位置する。緩い斜面上の遺構であり、２号溝状遺構と隣接し、

長軸方向を一とする。

（形状）平面形態は両端が細く窄まる溝形であり、断面形態は斜面下位（西側）では皿状になり、斜面上位

では船底状となる。

（規模）全長は2.34ｍを測り、斜面下位の幅が約0.4ｍ、斜面上位の幅が約0.36ｍを測る。最大幅は中央から

下位にやや下がった部分で、０．５ｍを測る。深さは約0.1ｍを測るが、位置によりばらつきがある。

底面の東西方向の傾斜角度は約７。～９．を測る。

（特徴）底部の全面が焼け、焼土化している。出土遺物はなく、遺構の性格は不明である。

2号溝状遺構（Fig.15、Ｐ１．１－７）

（位置）調査区中央東寄り、Ｅ・Ｆ－４．５Ｇｒｉｄに位置し、１号溝状遺構より斜面上位に隣接する。

（形状）１号溝状遺構とほぼ同一であるが、断面形態

が全体的に皿形に近くなる点で異なる。

~、=で~~
０２，
１．．｡△11

Fig.１４１号溝状遺構 焼土塊

11号土坑（Fig.１１）

（位置）調査区中央西寄り、Ｈ－２

Ｇｒｉｄに位置する。

（形状）平面形態は楕円形、断面形

態は台形を呈する。

（規模）長軸は1.43ｍ、短軸は１．２６

ｍ、深さは０．５１ｍを測る。

（２）溝状遺構

１号溝状遺構（Fig.14、Ｐ１．１－７）

（位置）調査区ほぼ中央、Ｅ－３．

(規模）

Ｃ

全長は4.60ｍ、斜面下位の幅が約0.51ｍ、斜

面上位の最大幅部分が1.05ｍを測るｏ深さは

最深部で約20cmを測る。底面の傾斜角度は約

８。～10.を測り、１号溝状遺構よりやや急

な程度である。

底面全体が１号溝状遺構より強く焼け、ブロッ

ク状に焼土塊を残す。性格は不明であるＣｌ

号溝状遺構と同遺構の可能性もある。

菱

＞

Ｏ２ｍ
ｌ ． ‐ ． ‐0１

Fig.１５２号溝状遺構

１

Ｏ
Ｍ
０

Fig.１６遺構外出土遺物土偶･耳飾（光）

轡雷

－１１－

２

ｃ、
(特徴）
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Fig.２３遺構外出土遺物縄文土器⑦（％）

、灘耐蕊Ｉ

（３）遺構外出土遺物

Ａ地区からの遺構外出土遺物は縄文土器1,200点、土偶１点、瑛状耳飾１点、土師器35点である。以下、それぞ

れについて説明を加える。なお、土師器については、図示可能な資料がないため文章表現による報告に留め、こ

こに記載する。出土した土師器は甲斐型杯・蜜であり、いずれも小破片である。出土位置はＧ－４．５Ｇｒｉｄ周

辺に集中するが、遺構等は確認不能であった。坪には甲斐編年Ⅸ～Ｘ期の所産と考えられる資料もある。

ａ）土偶（Fig.１６－１，Ｐ１．２－５）

１は、土偶の胴体部下位（腰部）である。出土位置はＤ－２Ｇｒｉｄ北端であり、周辺に遺構はない。形態は丸

みを帯びる半円錐形である。表面には半裁竹管による連続押圧による文様が施され、現存する法量は縦が4.2cm、

横が5.2cm、奥行（幅）が3.5cmを測る。胎土には雲母を多量に含み、焼成は堅綴である。所産時期は縄文時代中

期前半を前後する時期と考えられる。

ｂ）決状耳飾（Fig.１６－２，Ｐ１．２－４）

２は、石製決状耳飾である。出土位置はＤ－２Ｇｒｉｄ北西端である。残存状況は約1／2であり、法量は縦3.0cm、

横2.9cm、最大厚0.4cmを測る。上部に小孔が穿たれるが、その目的は不明である。また、破損部には調整（磨き

など）の痕跡はなく、割れ□のままである。所産時期は不明である。
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ｃ）縄文土器（Fig.17～27,Ｐ１．２－７～Ｐ1.6-15）

Ａ地区から出土した縄文土器の総数は破片資料で約1,200点を数え、その所産時期は前期初頭から後期中葉に

およんでいる。各時期の遺物総数はそれぞれ多寡があるが、特に前期初頭・前期後半・中期初頭の遺物が多く出

土したｏ以下、出土した土器を分類し説明を加えるｏ分類については塩川遺跡出土の縄文土器分類表（Tab､１）

を、各群類種の出土位置については分布図（Fig.24～27）を参照されたい。

Ⅱ群(Fig.17～19,Ｐ１．２－７～３－９）前期に位置付けられる土器群を一括する。

Ⅱ群１類（１～28）厚手で胎土は非常に脆く、繊維を多量に含み、内面の調整は雑な撫でが施される程度の

一群である。これらの一群は前期初頭に位置付けられる。文様によりさらに数種に細分される。

Ⅱ群１類一ｂ種（１．２）直線的な条痕文が縦方向に施される一群である。

Ⅱ群１類一ｃ種（３．４．５）直線的な粗い条痕文が不規則な方向に施される一群であるが、４のように部

分的には格子目状になる資料もある。

Ⅱ群１類－．種（６－１５）曲線的な条痕文が施される一群である。条痕文は５条程度の単位で浅いものであ

り、施文具は貝殻腹縁ないしは櫛状工具と考えられるが不明である。条痕文は曲線を組み合わせた文様となって

いるが、その方向性等は破片資料のため不明である。

Ⅱ群１類一ｅ種（16～25）縄文あるいは撚糸文の施される一群である。

Ⅱ群１類一ｆ種（26～28）無文あるいは粘土紐貼り付けによる隆帯文の施される一群である。２６．２７は無文

の資料であるが、２７は混和した繊維ごと器表が剥落している。２６は波状口縁の波頂部の資料であろう。口縁直下

を横走するタガ状の隆帯と口縁端部から垂下する隆帯の交点が残存している。また、垂下する隆帯は口縁の内面

側にも見え、口縁端部を跨ぐように隆帯が付されたことがわかる。

Ⅱ群４類（29～50）前期後半（諸磯ａ式ないしはａ～ｂ式）に位置付けられる一群である。胎土には金色雲母

を多く含み堅綴である。色調は明褐色を呈す資料が多い。文様によりさらに数種に細分される。

Ⅱ群４類一ａ種（29～31）縄文の地文に格子目状の沈線文が施される一群である。施文具は半裁竹管状の工

具を用い、２条で一単位となっている。３０は口縁部の資料であり、口唇端部直下を横走する沈線文の施文後、体

部の沈線文を施している。

Ⅱ群４類一ｂ種（３５．３９．４３．４９）半裁竹管による連続刺突文が施される一群のうち縄文を地文とする一群

である。３５は横走する平行沈線内の中央を押引連続刺突文、両端を連続刺突文（爪形文）の３列の文様で充填し、

その下位に円形の刺突文を並列して施している。なお、結節痕跡が見える縄文が施される39は35と同一個体であ

るため、本種に分類してある。４９は35に類似するが、連続刺突文の単位等が異なり別個体の可能性が高い。

Ⅱ群４類一ｃ種（３２．３４．３６～３８．４０～42.44～48.50）半裁竹管による連続刺突文が施される一群のうち、

地文が無文となる一群である。平行沈線内に連続刺突文が施される資料（34など）と単に連続刺突文が施される

資料（32など）がある。また、連続刺突文（爪形文）も複数種が存在するようであり、さらに細分は可能である。

特に32は不完全な円形刺突文が並列して施される資料であり、他の連続刺突文とは趣が異なる。

Ⅱ群４類－．種（33）半裁竹管をコンパス状に用い、円形の文様が施される一群であるｏ３５のみであるが、

円形の文様の中心がコンパスの中心状に凹んでいる。地文は無文である。

Ⅱ群５類（51～82）前期後半（諸磯ｂ式）に位置付けられる一群である。さらに数種に細分されるｏ

Ⅱ群５類一ａ種（51～５７．５９～61）縄文の地文に沈線文が施される一群である。施文具は半裁竹管を用い、

文様は曲線を多用した弧状が主体となるが、６1のように平行線状になるものもある。

Ⅱ群５類一ｂ種（58）縄文のみが施される一群である。５８は羽状縄文となる。

Ⅱ群５類一ｃ種（64～79）浮線文の施される一群である。浮線文Iまへラ切りの施されるものが主体となるが

へラ切りの施されないもの（72）もあり、両者が共存するもの（79）もある。また、７０．７３．７４は幅広の隆帯の

両側を狐みあげへラ切りを加え、浮線文が並走するような文様としているものもあり、別分類が可能かも知れない。

Ⅱ群５類－．種（78）縄文地文に貼付文の施される一群である。７８は梯子形の形状を呈する貼付文を２列用

－１９－



い、菱形（あるいは木葉形）の文様を作り出している。全体的に粗雑な作りである。胎土も脆弱である。

Ⅱ群５類一ｅ種（６２．６３）無文の一群であるｏやや軟質であり、色調も白色を帯びる点が特徴的であるｏ

Ⅱ群６類（80～85）前期後半（諸磯ｃ式）に位置付けられる一群である｡斜位・平行の細沈線文上にボタン状

貼付文が施されるもの（80～８２．８４）を基本とするが、ボタン状貼付文がないもの（８３．８５）も含む。

Ⅱ群８類（86～91）前期初頭の土器群のうち、東海系の土器群（木島式）を一括するｏいずれも薄手で器面に

指頭圧痕が顕著に残る一群であるが、胎土・色調は堅綴で黒色を帯びるもの（86～89）とやや軟質で白色を帯び

るもの（９０．９１）がある。外面には細線が施されるが、矢羽状（８６．８７．８８．９１）・斜位（89）・格子状（90）の３

列がある。８６の口縁部の口唇端部は平坦で、外面Iこへラによる刻みが連続して巡る。８７の頚部の段部は明瞭であ

り、成形時に粘土を重複させて作り出されている。段部上の刻みは指頭による抑みによるものだが、刻みの間隔

は狭い。また、器外面の細線は深い。９１も頚部だがやや厚手の粗雑な作りであり、刻みは指頭による弱い抑み

(指頭の押圧？）による。９０の口縁部は端部が尖り反り返る。なお、本類の出土位置はＦ－２．３Ｇｒｉｄに集中す

る。

Ⅲ群(Fig.19～23、Ｐ１．４－１０～６－１６）中期に位置付けられる土器群を一括する。

Ⅲ群１類（92～190）五領ケ台式に位置付けられる一群である。文様により各種への細分を行なったが各々

の要素は交錯することが多く、明確に分類することはできない。

Ⅲ群１類一ａ種（92～９６．１８６～190）半裁竹管による沈線文が施される一群であるが、集合沈線的なもの

(92～96）と垂下沈線（蛇行含む）のもの（186～190）がある。

Ⅲ群１類一ｂ種（97～113）縄文が施される一群である。沈線文を伴うものは縄文施文後に施されている。

Ⅲ群１類一ｃ種（114～124.127）半裁竹管による連続刺突文が施される一群。隆帯上に施すものもある。

Ⅲ群１類一．種（１２５．１２６．１２８～１５３．１８４．１８５）刺突文が施される一群。刺突文は交互刺突になるもの

(１２５．１２６．１２８～141）とならないもの（142～153.184.185）が存在し、前者はⅢ群１類一ｃと共通するもの

(１２５．１２６．１２８～131）が多い。

Ⅲ群１類一ｅ種（154～175）角押文が施される一群である。本種は後述するⅢ群２類一ａ種の角押文が施さ

れる一群との区別がやや不明瞭な点があり、時期的な位置付けにも疑問点があるものも含まれる。

Ⅲ群１類一ｆ種（176～183）ａ～ｆ類に分類できなかった一群だが、沈線文の施されるものが主体となる◎

Ⅲ群２類（191～220）中期前半に位置付けられる一群である。角押文が施されるものが主体である。

Ⅲ群３類（221～230）中期前半に位置付けられる一群である。三角文が施されるものが主体であるが、縄文の

施されるもの（224.225）もある◎

Ⅲ群４類（231～242）中期中葉に位置付けられる一群である。角押文の施されるものが多いが、Ⅲ群２類ほど

明瞭な深い角押文ではない。

Ⅲ群５類（243～245）中期中葉に位置付けられる一群である。

Ⅲ群１類～５類（特に２類～４類）については分類は行なったものの、角押分や三角押文などの分類が暖昧で

あり、時期的な位置付けについても誤認している部分が多いものと思われる。

Ⅲ群６類（246～252）中期後半（曽利式）に位置付けられる一群で、さらに数種に分類される。Ａ地区からは

ｂ種（曽利Ｖ式）のみが出土している。すべて「ハの字」文が施されるものばかりである。

Ⅳ群(Fig.23、Ｐ1.6-15）後期に位置付けられる土器群を一括する。

Ⅳ群２類（253）後期前半（堀之内Ｉ式？）に位置付けられる一群である。260は浅鉢の口縁部と考えられ、口

縁部に沈線文が２条巡り、体部にも沈線文が施される。

Ⅳ群３類（254）後期中葉（加曽利Ｂ式？）に位置付けられる一群である。261は深鉢の口縁部と考えられ、沈

線区画内には縄文が施される。しかし、充填されたものか磨消したものなのかは不明である。

Ⅵ群(Fig.23,Ｐ1.6-15）各群に分類できない時期不明の土器を一括する。２点（255.256）とも底部資料

である。
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Fig.２８遺構外出土遺物石器①（％）
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ｄ）石器（Fig.２８．２９．３０．３１．Ｐ１．６－７）

Ａ地区から出土した石器は総点数80点以上におよぶ。ここでは、それらのうち図示した

41点の資料について説明を加える。なお、磨石等については図示可能な資料が少なく、約

10点程度が出土したことのみを文章報告するに留めておく。

①石鑑（Fig.２８－１～11、Ｐ1.7-17）

１１点を図示した。石材はすべて黒曜石であるが、形態は凹基無茎嫉（１～４．６～９）

と平基無茎嫉（５．１０．１１）の２形態が認められる。

②石錐（Fig.28-13、Ｐ1.7-17）

１点を図示した。石材は黒曜石であり、頭部の上端と側面の一部には自然面が残存し

ている。錐部と頭部が明瞭に分かれ、錐部のみに調整が施される。

③その他（Fig.２８－１２．１４．１５、Ｐ1.7-17.18）

１２は使用痕のある剥片であり、石材はチャートである。実測図の左側面と下部に調整と

は考え難い「使用痕」が認められる。１４は用途不明の石器であり、石材は黒曜石である。

実測図の右側面と下部の一部に、表裏面からの押圧剥離が認められる。石嫉の未製品で

ある可能性もある。１５は石匙の未製品と考えられる。石材はチャートである。形状から石

匙の未製品としたが、調整は粗雑な状態であり未確定要素が強い。

④磨製石斧（Fig.29-16、Ｐ1.7-19）

農｜細織I鋤雛
こ二＝２くつ３

○４○５

密i馴蝿‘雛
。９○，０○’１

Ａ地区から出土した磨製石斧は図示した１点のみである。石材は蛇紋岩であり、表面は摩滅が著しい。乳棒状

磨製石斧の形態であるが、刃部は欠損しており、基部を主体的に残存している。

⑤打製石斧（Fig.30-17～41、Ｐ1.6-15、Ｐ1.7-16）

２５点を図示した。石材は粘板岩（17～39)、頁岩（40～41）である。形態はほとんど短冊形であるが、基部が尖

るようなタイプ（３４．３５等）は別に分類することが可能かもしれない。
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Fig.２９石器②（殆）
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第Ⅳ章Ｂ地区の調査

第１節調査の概要

Ｂ地区は、須玉町字小尾200番地他に位置する。地形等は第Ⅱ章一第１節「自然的環境」を参照されたい。

調査は平成元年度および２年度に実施したが、その経緯と経過については第１章一第１節にあるとおりである。

調査前のＢ地区は、住宅・神社・畑地等に利用されており、一部は保育園の造成もされていた。元年度の調査

では、まず遺跡の範囲を確認すべく、任意にトレンチを設定し試掘調査を行なった。その結果、総面積約5,500

㎡におよぶ遺跡の範囲を確認し、本調査を開始した。

調査に先立ち、調査区にＧｒｉｄを設定した。（右図参照）

Gridは北（磁北より７．東へふれる）を基準とする南北方

向の基本線とこれに直交する東西方向の基本線をもとに、一

辺５ｍの正方形にて設定した。各Ｇｒｉｄの名称は、南西端の

ポイント杭名称を付すこととした。そのポイント杭は調査区

南西端より北へ１～20……（東西ライン)、東へ１～16……

(南北ライン）と整数の番号を両者に振り、（北へ並ぶ番号）－

(東へ並ぶ番号）で呼称した。調査はこのＧｒｉｄを基本に進め

遺構の測量、遺構外出土遺物の取り上げ、調査中のトレンチ

設定、調査日誌作成などの基本とした。

なお、Ｇｒｉｄの名称は整数を連続させた名称で煩雑である。

これは元年度に一時併行して調査していたＡ地区のＧｒｉｄ名

称と重複することを避け、整理調査に支障をきたさない様に

対処したためであり、了承されたい。

調査は排土を調査区内で処理する必要があったため、段階的に行なった。元年度の調査は、１～４区を対象と

し、２年度の調査は残る全区（５～８区）およびO-20Grid付近の「五輪塔集中区」を対象とした。

調査は試掘調査により確認した表土層を重機により除去し、遺構°遺物の確認に努めた。遺構はいずれも、第

Ⅲ層・第Ⅳ層上面にて確認されたが、各遺構を層位的に時期区分して捉えることはできず、時期の判断は出土遺

物や形態的な特徴で行なうよりなかった。遺構の残存状況も地点によっては良好でなく全体像を検出することが

できなかった遺構も多い。また、遺物は主に第Ⅲ層下位や第Ⅳ層上面から出土し、各時期の遺物がほぼ同一の層

から出土し、その情報を抽出することが困難であった。遺跡の地形や多時期におよぶ土地利用が大きく影響して

いるものと考えられる。

記述が前後してしまうが、Ｂ地区の層位について触れておく。調査区全体についての層位は決して一様ではな

かったが、おおむね以下の様に捉えられた。

第１層表土層であり、暗褐色の色調を呈す。

第Ⅱ層暗褐色士。砂質であり操を多量に含む。

第Ⅲ層黒褐色士。砂質であり、第Ⅱ層より少量の喫層を含む。調査区西半に主体的に見られる。

第Ⅳ層黄褐色土。砂質であり、喋は50cm以上の大磯をも含む。各遺構は本層を掘り込んで構築される。

これらの土層以外にも、間層が存在したり、地点によって異なる点は多いが、基本土層からは除外した。

調査により確認された遺構・遺物は縄文時代早期から晩期、古墳時代初頭、平安時代、中。近世の長時期にお

よぶ。それらの内容については、第２節以下において述べていくこととし、ここでは省略する。

－２８－





（１）縄文時代

1）竪穴住居杜
マ．

手
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０
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第２節調査された遺構と遺物
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鯵

Fig.３３１号住居杜

1号住居杜（Fig.３３．３４．３５，Ｐ１．８－５．６、ｐ1.19-1）

(位置）調査区の北西端の平坦地、９－２．３Ｇｒｉｄ・１０－２．３Ｇｒｉｄ

に位置し、第層上面にて確認された。

(形態）平面形態は、南北にやや長い楕円形を呈する。主軸は北か

ら東へふれる。規模は、南北5.3ｍ×東西4.7ｍを測る。壁

高は残存状況の良好な北壁部で0.24ｍを測り、残存状況が

不良な南西部は壁が0.05ｍを測る。床面は平坦だが、南西

側へやや傾斜する。特に硬化する部分や周溝は確認されな

かった。

(炉）住居祉のほぼ中心に方形の石囲い炉が検出された。規模は

南北１．０ｍ×東西0.9ｍ、床面からの深さ0.25ｍを測る。主

軸方位はＮ－９ｏ－Ｅである。北西側が一部、欠損する他

は残存状況は良好である。最大幅50cm程度の操を主体的に、

1州
稲』

職

－－

－３１－

、

ｑ１

Ｆｉｇ､３４１号住居jt止内埋蜜
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南側へやや傾斜する。硬化面や周溝は確認されなかった。

５

最大幅20cm程度の磯を補助的に使用している。喋の炉内面側はいずれも強く焼けていたが、炉の底面

は焼土化せず、覆土に含まれる焼土・炭化物も極めて少量であった。

(柱穴）住居杜南側．北側は不明だが、南東側において、Ｐ１～Ｐ５の５基が検出されたｏ平面形態はいずれ

も円形を呈し、ｐ１は南北0.28ｍ×東西0.28ｍ、深さ0.2ｍを測り、以下同様にＰ２は0.32ｍ×0.35ｍ、

０．２３ｍ，ｐ３は0.28ｍ×０．３２ｍ、0.15ｍ、Ｐ４は0.43ｍ×０．４１ｍ、０．１４ｍ、Ｐ５は０．１８ｍ×０．１５ｍ、

0.17ｍを測る。

(埋謹）住居杜の南壁際に屋内埋髪が１基検出された。掘り方の平面形態は円形であり、規模は南北0.26ｍ、

東西0.25ｍ、床面からの深さ0.16ｍを測る。埋髪本体には底部を欠損する深鉢形土器（Fig.３５－３）

が使用され、正位に埋設されている。本体覆土は黒褐色土であり、特に混入物は認められなかった。

また、埋髪の上部には長さ12cm、幅９cm、厚さ５cmの操が蓋状に埋置されていた｡

(遺物）６点を図示した（Fig.３５－１～６)。すべて縄文時代中期後半の土器である。１は深鉢で現存高19.8ｃｍ

地文は櫛状工具による縦条線文であり、後に蛇行懸垂文が施される。２は蜜で現存高22.2cmで地文は

櫛状工具による縦条線文であり、後に粘土帯貼り付けによる渦巻文が施される。３は埋蜜本体の深鉢

である。口径23.8cm、現存高22.1cm、口縁部直下に棒状工具による沈線文が一条横走し、他は無文で

ある。４は深鉢で現存高19.8cm、文様は２に類似する。５は深鉢で断面三角形の細い隆帯による区画

内が櫛状工具による条線文で充填され、口縁部直下に指等による撫でが横走する。６は深鉢形の体部

である。地文は櫛状工具による綾杉状条線文であり、後に蛇行懸垂文が施される。

2号住居吐（Fig､３６．３７．３８、Ｐ１．８－７．８、Ｐ１．１９－２）

(位置）調査区の南西側の平坦地、４－４．５ｇｒｉｄ・３－４．５ｇｒｉｄに位置し、第Ⅲ層上面にて確認された。

(形態）平面形態は不整円形を呈す。規模は南北4.35ｍ×東西5.11ｍを測り、壁高は南壁で０．２ｍを測る。しか

し、本住居杜は砂地に位置するため壁面はだれており、規模・壁高は不明確である。床面は平坦だが

－３２－

Fig.３５１号住居吐出土遺物（１～４＝％，５．
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(炉） 住居杜の中央北寄りに方形の石囲い炉が検出された。規模は南北

0.93ｍ×東西0.92ｍ、床面からの深さ0.28ｍを測る。主軸方位はＮ－

５．－Ｅである。炉内に磯が数点存在するが、炉はほぼ完全な形で

残存している。最大幅70cm程度の操４点を四方に配置し、使用して

いる。藤の炉内面側は強く焼け、炉の覆土に焼土を多く含む。

Ｐ１～Ｐ６の６基が検出された。平面形態はいずれも円形に近い。

Ｐ１は南北0.45ｍ×東西0.41ｍ、深さ0.3ｍを測り、以下同様にＰ

２は0.31ｍ×0.3ｍ、０．２８ｍ、Ｐ３は０．４２ｍ×０．３８，，０．２２ｍ、Ｐ４

は０．３５ｍ×０．３５，，０．１８ｍ、Ｐ５は0.28ｍ×0.26ｍ、０．１４ｍ、Ｐ６

は0.5ｍ×0.51ｍ、０．３ｍを測る。

住居杜の南壁際に屋内埋賓が１基検出された。掘り方の平面形態は

円形であり、規模は南北0.33ｍ×東西0.31ｍ、深さ0.23ｍを測る。堂

向可

､行司

ＬＯ‘。，ｌ

は0.5ｍ×0.51ｍ、０．３ｍを測る。

Fig.３７２号住居祉内埋髪住居杜の南壁際に屋内埋賓が１基検出された。掘り方の平面形態は

円形であり、規模は南北0.33ｍ×東西0.31ｍ、深さ0.23ｍを測る。埋髪本体は２点の深鉢（Fig.38-

１．２）が重ねて使用され、両者とも正位で埋設されている。両者とも、底部他の一部を欠損する以

外は完全な形であり、先ず１を埋設し、さらに２をその内側に埋設している。時間的な差異の有無等

については不明である。なお、１と２の隙間の破片はいずれも１の体部下位破片である。また、埋髪

の上部には長さ20cm、幅14cm、厚さ８cmの操が埋置され、埋蜜本体内へ落ち込んでいる。

16点を図示した（Fig.38-1～16、Ｐ1.19-2）。出土位置はFig.３６に示した。いずれも縄文時代中期

後半の土器である。１は深鉢で口径24cm、現存高22.1cm、地文は櫛状工具による綾杉状条線文と部分

(埋喪）
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1ｍ

的な縦条線文で、後に蛇行懸垂文が施される。２は深鉢で現存高18.0cm、隆帯による区画内を櫛状工具による縦

条線文で充填している。３は深鉢で口径15.6cm、現存高12cm、波状の口縁に隆帯の渦巻文、体部は懸垂文（沈線

二条）による区画後、櫛状工具による綾杉状条線文を地文に蛇行懸垂文が施される。４は深鉢で口径19.4cm、現

存高12cm、隆帯による区画内を櫛状工具による縦条線文で充填し、さらに蛇行懸垂文を加えている。７．９．１４．

１５も類似する。５は深鉢で口径19.6cm、現存高21.5cm、地文は櫛状工具による縦条線文で、口縁部に隆帯の弧線

文がめぐり、弧線文のつなぎ部から懸垂文が垂下する。６は深鉢で現存高19cm、隆帯の区画内に粗い綾杉状条線

文が施される。８は深鉢で現存高7.9cm、波状の口縁に渦巻文、体部に蛇行懸垂文が施され、他は無文である。

９は球状の体部で鉢形か？文様は４に類似する。１０は深鉢で口径14.8cm、現存高11.2cm、口縁端部以外に櫛状工

諌臓篇李蝋霊:護獣撫繍非
ずれもⅢ群６類一ａ種である。

４号住居杜（Fig.39、Ｐ１．９－９）

（位置）９－１２gridに位置する。北側に竪穴状遺構（31号。３４号
０

８
Ｖ

.一．｡。

Fig.３９４号住居杜（炉のみ）

四Ｎ』
35号等）が密集し、方形の石囲い炉のみが確認された住

居杜である。全体の形態や柱穴等は他遺構との切り合い

や撹乱により不明である。

平面形態は方形であり、規模は北西から南東が0.7ｍ、

北東から南西が0.75を測り、深さは現状で0.07ｍ程度で

あり、主軸方位はＮ－４１ｏ－Ｅである。南西側を欠損す

るが、残存状況は良好である。比較的に小型の炉であり、

Fig.４１６号住居杜（炉のみ）

ごつ 一・Ｖ

(炉）
Ｖ

詮･Ｌ－－－
’５号住居杜（炉のみ）

内面の焼けは弱く、焼土等も少量であった。

（
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Fig.４２１０号住居杜
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５号住居杜（Fig.４０，

Ｐ1.9-10）

（位置）８－１０Ｇｒｉｄに

位置する。東側に竪穴状

遺構（12号。１３号）が存

蕊､箕，；/、手
､

在し遺構が集中する地点，,jご全く
であるため、石囲い炉の

一部のみが確認された住
Ｕ，50ｃｍ

居」吐である。Ｌ，‘．，Ｉ

（炉）平面形態は方形 Fig.４３１号埋喪

であり、規模は南北が０．９ｍ、東西が１ｍを測るが、北側と

西側の操を残すのみである。

６号住居杜（Fig.４１、Ｐ1.9-11）

（位置）２－８Ｇｒｉｄに位置する。周辺には複数の小穴が確

認されているが、本住居杜に伴うかどうかは不明である。

（炉）平面形態は方形であり、規模は南北が0.52ｍ、東西

が0.75ｍを測る。東側の操を欠き、北側の操は内側へ崩落する。

10号住居祉（Fig.42、Ｐ1.9-12）

（位置）１４－１２．１３Ｇｒｉｄに位置し、

第Ⅲ層上面にて確認された。

（形態）平面形態は円形を呈する。

鯛鱒繍蕊引
邑

なかった。

（炉）住居杜の中央やや北寄りに方ｕ－ｌｰ

形の石囲い炉が検出された。規模は南

北0.64ｍ×東西約0.6ｍを測る。１０～２０

cm大の操を用いた比較的に小型の炉でFig.４５２号埋謹

ある。ただし、東側は102号墓塘によって切られている。

（柱穴）Ｐ１～Ｐ８の８基が検出された。平面形態はいずれも円形に近

い。Ｐ１は南北0.40ｍ×東西0.38ｍ、深さ0.18ｍを測り、以下同様にP2は0.

40ｍ×0.40ｍ？、0.17ｍ、Ｐ３は0.25ｍ×0.28ｍ、0.16ｍ，Ｐ４は0.40ｍ×０．

３６ｍ、0.18ｍ，Ｐ５は0.40ｍ×0.38ｍ、0.27ｍ，Ｐ６は0.38ｍ×0.37,,0.15

ｍ、Ｐ７は0.30ｍ×0.30ｍ？、0.16ｍ、Ｐ８は0.32ｍ×0.32ｍ、0.31ｍを測る。

２）埋髪

１号埋要（Fig.４３．４４、Ｐ1.9-13,20-3）

（位置）調査区の南西端、２－５Gridに位置し、第Ⅲ層上面にて確認

された
一

議雲
電電謹謬陽 Ｉ

鍾鍾鍵
、

ij勢．
Fig.４７１号土坑出土遺物（殆）

－３６－

Ｌ－－－－Ⅲcn1

Fig､４４１号埋謹

Ｌ…，１P、

Fig.４６２号埋蜜出土遺物（％）

Fig.４８

０

３４Ｕ､Ｉ

Ｕ ２Ｉ１１
ー－－－－－－Ｌ－－－－－－ｊ

１号土坑



(遺物）１が埋髪本体の深鉢であり、口径29.6cm、器高35cmを測る。口縁部直

下に沈線が一条横走し、体部は隆帯による区画後、櫛状工具による綾

杉状条線文を地文に蛇行懸垂文が施される。縄文時代中期後半（Ⅲ群

柵位置Ⅷ駕紬臓霧１
２号埋謹（Fig.４５．４６、Ｐ１．９－１４，２０－４）

＃

ア
ー
Ｉ
Ｉ

ｍ
Ｐ
ｍ
・
ロ

(形態） 掘り方の平面形態は円形であり、

平面形態は南北０．３１ｍ×東西

0.32ｍ、深さ0.38ｍを測る。埋

喪本体は深鉢であり、正位で埋

設されている。口縁部・底部の

一部を欠く他はほぼ完形である。

また、埋髪の上部には長さ29cm、

邸，

＜二二二二＞ １

０２，
cｍ，－．－－．，，

(形態）

幅24cm、厚さ４cmの肩平な操がFig.４９８号土坑出土遺物（％）Fig.５０８号土坑
蓋状に置かれている。

－３７－

｜＝一一

に'遺物'底面か参石匙が』点皿恥ﾙＭ１ﾙ川…材はﾁ需一剛顧１る。

13号土坑（Fig.５１．５２、Ｐ1.9-16） Ｌ----一 叩

（位置）調査区の北東側、１３．１２－１３Ｇｒｉｄに位置する。 Fig.５３遺構外出土遣
（形態）平面形態は方形に近い不整円形、断面形態は箱形を呈する。規模は長軸が１．６２物耳飾（光）

半（Ⅱ群５類一ｂ種）の土器である。

8号土坑（Fig.４９．５０、Ｐ１．１０－１７．２０－７）

(位置）調査区の北側、12-12Ｇｒｉｄに位置する。周辺には７．８号土坑が存在する｡

(形態）平面形態は楕円形、断面形態は箱形を呈する。規模は長軸1.38ｍ、短軸0.91ｍを

測り、確認面からの深さは0.45ｍを測る。

Ｉ
２号住居杜南西部の上位に位置している。

明瞭な掘り方は確認できなかったが、本

3）土坑

1号士坑（Fig.４７．４８，Ｐ1.9-15）

(位置）調査区の南側の平坦地、２－５Ｇｒｉｄに位置する。南側約４ｍに１号埋謹が存在する。また、本遺構の

周辺からは縄文時代の各時期の遺物が集中して出土している（Fig.５４．５５「縄文土器分布図」参照)。

ただし、土坑内出土の遺物は少量であり、遺構の上部や周辺から多くの遺物が出土したものである。

(形態）平面形態は長楕円形、断面形態は箱形を呈する。底面はほぼ平坦だが、やや西側へ傾斜する。規模は

長軸2.66ｍ、短軸211ｍを測り、確認面からの深さは0.18ｍを測る。

(遺物）覆土中から土器３点（Fig.４７－１～3）のみが出土した。いずれも縄文時代前期

体となる深鉢は逆位に埋置され、その下Fig.５１１３号土坑出土遺物（殆）Fig.５２１３号土坑
部には長さ13cm、幅７cm、厚さ３cmの磯

が土器の直下で出土した。本遺構はその位置・時期等から、２号住居杜に伴う遺物とも考えられた。

しかし、２号住居杜の床面より約40cm以上も高く位置していることなどから、別遺構として扱ったも

のである。２号住居杜との位置関係はFig.36を参照されたい。

１は深鉢であり、底部と体部下位を欠く。口縁部直下に指等による沈線が横走し、体部は斜条線文を

地文に蛇行懸垂文が施される。縄文時代中期後半（Ⅲ群６類一ａ種）の土器である。

０c ｍ２ｍ
Ｌ－．、２．１１

(遺物）



ｍ、短軸1.29ｍを測り、確認面からの深さは0.34ｍを測る。

（遺物）覆土中より土器１点（Fig.５１－１）が出土した。縄文時代前期前半（Ⅱ群１類一ｆ種）の土器である◎

４）遺構外出土の遺物

Ｂ地区から遺構に伴わず出土した縄文時代の遺物について説明を加える。ここで取り扱うのは、耳飾１点・土

器230点・石器30点である。

ａ）耳飾（Fig.５３－１）

土製の耳飾が１点出土した。出土位置は13-13Grid南西端である。ほぼ完形であり、法量は3.7cm×3.5cmを端

部の厚さ1.9～2.4cm、中心部の厚さ1.4cmを測る。形態は円盤の中心部がやや薄くなる「滑車形」である。なお、

表面には部分的に赤彩らしき痕跡が残る。

ｂ）土器（Fig.54～61、Ｐ1.21～23）

Ｂ地区から出土した縄文土器の総数は破片資料で約900点を数え、その所産時期は早期中葉から晩期後葉にお

よんでいる。各時期の遺物総数はそれぞれ多寡があるが、特に前期前半・中期初頭・中期後半の遺物が多く出土

した。

以下、出土した土器を分類し説明を加える。分類については、塩川遺跡出土の縄文土器分類表（Tab､１）を、

各群類種の出土位置については分布図（Fig.54～55）を参照されたい。

Ｉ群(Fig.56、PL21-10）早期に位置付けられる土器群を一括する。

Ｉ群１類（１）棒状工具による刺突文が施される一群であり、早期中葉前後に位置付けられると考えられるが

明確ではない。１は地は無文であり、方形の刺突文が３列を単位として縦・横方向に施され、ほぼ直交する。

Ｉ群２類（２～４）沈線文系の一群である。沈線は太く深いものであり、平行ないしはやや交差するように施

される。２～４の胎土はいずれも白色を帯び、白色砂粒を多く含む点で共通する。２の口縁部は口唇端部の内面

側と外面狽りにへうによる刻みが離れてそれぞれ巡る。これらの土器群は早期中葉に位置付けられよう。

Ｉ群３類（５～11）条痕文系の土器群のうち、早期後半の早い段階に位置付けられると考えられる一群を一括

する。いずれも外面には縦ないしは斜位方向の条痕文が施され、内面は横方向の条痕文が施される。ただし、５

は内面剥離が著しくふめいである。また、９は内面の条痕文が弱い点や外面に弱い隆帯文とへラ先による刺突文

が施される点から別分類が必要かもしれない。

Ｉ群４類（１２．１３～17）条痕文系の土器群のうち、早期末葉に位置付けられると考えられる土器群を一括する。

12は条痕文地に細沈線文・へラ先による連続刺突文を施すものであり、内面に弱い横方向の条痕文が施される。

13は刻みを有す隆帯文の区画内を交差する沈線文？で充填する。１４の平坦な口唇端部は内外面に弧み出すように

広くなり、外面側には刻みが巡る。１５の平坦な口唇端部（波頂部は尖る）は14同様に広く、内・外面側に刻みが

巡り、外面には矢羽状の沈線文（条痕文？）が施される。

なお、１４．１５は赤褐色の胎土が類似する。１６の平坦な口唇端部は１４．１５同様に広く、内・外面側に刻みが巡り、

外面には矢羽条の沈線文（条痕文？）が施される。１７は口唇端部が尖りやや反り、外面には口唇端部からやや間

隔をおいて縦方向の沈線文（３条単位）が施される。

Ｉ群５類（18）条痕文系の土器群のうち、貝殻文が施されるものを一括する。これらは早期末葉に位置付けら

れると考えられる◎１８は外面に斜位の条痕文、内面に横方向の条痕文が施され、外面には貝殻文（貝殻端部を横

方向に連続してジグザグに押圧したもの）が施される。

Ⅱ群(Fig.56~58、PL21-10～22-12）前期に位置付けられる土器群を一括する。

Ⅱ群１類（19～62）厚手で胎土は非常に脆く、繊維を多量に含み、内面の調整は雑な撫でが施される程度の一

群である。これらの一群は前期初頭に位置付けられる。文様によりさらに数種に細分される。

Ⅱ群１類一ａ種（19～22）直線的な細沈線が格子目状に施される一群である。沈線は非常に浅く細いもので

あり、中には格子目条というより不規則方向に施されたものもある。２２は底部に近い部位と考えられる。

Ⅱ群１類一ｂ種（26～33）直線的な細沈線が縦方向に施される一群である◎沈線がやや太いもの（２７．２９・

－３８－
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32.33）も含まれる。２９は混入した繊維ごと器面が剥落している。

Ⅱ群１類一ｅ種（33～49）縄文（あるいは撚糸文？）の施される一群である。原体は複数種が認められるが

ここでの細分は避けておく。なお、４４の口唇端部は尖り、口唇直下まで縄文が施される。

Ⅱ群１類一ｆ種（50～62）無文あるいは粘土紐貼り付けによる隆帯文の施される一群である。５１．５２は底部

の資料であり、尖底というよりは丸底に近い形態を呈する。５３～５７．６０．６２は口縁部の資料であるが、反り返る

もの（５３．５４)、ほぼ直線的に開くもの（５５．５６)、直線的に開くが口縁端部外面に刺突文が巡るもの、口縁端部

直下にタガ状の隆帯が横走するものがある。なお、６２も口唇部は残らないものの、５７同様の資料であろう。

Ⅱ群２類（63～71）繊維を多量に含むが、内面には丁寧な撫で調整が施される一群である。前述のⅡ群１類と

比較するとやや薄手で胎土もやや堅綴であり、縄文が施される資料がその主体を占める。これらの一群は前期前

半に位置付けられると考えられるが、１類との区別が付けにくい部分もあり、誤認点も多いかも知れない。６３の

口縁部は直立に近く開き、口唇部は丸みを帯びる。

Ⅱ群３類（72～83）薄手で胎士は堅綴であり、繊維を含まず内面には指頭圧痕が著しい一群である。７２～78は

口縁部の資料であるｏ直線的に開き口唇部が尖るものが主体的であるが、反り返るもの（74）や口唇部が丸みを

帯びるもの（75）もある。全て縄文が施されるものであり、特に72は羽状縄文が施される。

Ⅱ群４類（84～88）前期後半（諸磯ａないしはａ～ｂ式）に位置付けられる一群である。Ｂ地区からはｃ種の

みが出土している。

Ⅱ群４類一ｃ種半裁竹管による連続刺突文が施される一群のうち、地が無文となる一群である。８４は織密で

良質な胎土を用い、内面には磨きが施されるなど精製された土器であると言える◎また、８７には半裁竹管による

円形刺突文が施されており、別分類が必要かも知れない。

Ⅱ群５類（89～112）前期前半（諸磯ｂ式）に位置付けられる一群である。Ｂ地区からはⅡ群５類一ａ種（縄

文の地文に沈線文が施される一群）のみが出土している。ただし、９５．１０３．１１０～112については、地文に縄文を

明瞭に確認することはできないが、器形などから本種に含めたものもある。これらは別類・種へ分類した方が良

いのかも知れない◎

Ⅱ群５類一ａ種（89～112）縄文の地文に沈線文が施されるものを一括する。９０は段部上位に小径の半裁竹管

による刺突文が施される。103は口縁部内面に弱い段を有し、口縁部外面（口唇部直下）には半裁竹管による刺

突文が巡る。

Ⅱ群６類（113～116）前期後半（諸磯ｃ式）に位置付けられる一群である。斜位・平行の沈線文上にボタン状

貼付文が施されるものを一括する。貼付文は大粒のもの（113）・小粒のもの（114）・輪状のもの（115.116）

の３種類がある。116は斜位の沈線を交差させずに施し、数段の羽状になっている。

Ⅱ群７類（117）前期末葉（十三菩提式）に位置付けられる一群である。116は結節状浮線文が特徴的な口縁部

の資料であり口唇端部は尖る。口縁端部は内面側へ屈曲し、屈曲部を跨ぐように浮線文（結節状にはならず貼付

文とした方が良いかも知れない）が施されている。

Ⅱ群８類（120～124）前期初頭の土器群のうち、東海系の土器（木島式）群を一括する。いずれも薄手で器面

に指頭圧痕が顕著に残る一群であるが、胎土・色調は堅綴で黒色を帯びるもの（122.124）とやや軟質で白黄色

を帯びるもの（120.123）がある。120の口縁部は口唇端部を含めて無文である。１２１．１２２の体部には格子状の細

沈線が施される。123の頚部の段部は成形時に粘土を重複させて作り出され、段部上の刻みは指頭による抑みに

よるものである。Ａ地区の資料（Fig.19-90）と比較すると、刻みの間隔が広い点・細沈線が斜位で浅い点・胎

士が軟質で白黄色を帯びる点などに差異が認められる。124は体部から口縁部が比較的大きく残る資料であるが、

丸みを帯びる口唇端部に刻みが巡る以外は無文である。

Ⅱ群９類（119）前期初頭の土器群のうち、西日本（関西）系の土器群を一括する。119は半裁竹管の連続刺突

文とへラ先状工具の刺突文が横方向に平行して施されるものである。色調は白色を帯びるものの胎土は堅綴であ

り、他の類種とも異質である。

－４８－



Ⅲ群（Fig58~60、Pl22-12~23-15）中期に位置付けられる土器群を一括する。

Ⅲ群１類（ｕ８．１２５～168）五領ケ台式に位置付けられる一群である。さらに数種に分類される。

Ⅲ群１類一ａ（125～144.168）半裁竹管による集合沈線が施される一群であるが、中には半裁竹管によら

ないと考えられる。沈線文も含まれ、ｆ類との差異が暖昧である。125.126は沈線文を交差させて、格子目状の

文様を施すが一方の沈線文は浅く施すものである。128.129は沈線の施文後に刺突文が施される。１３０．１３５は立

体的な口縁部の資料であり、ｆ種に分類した方が良いかも知れない。136は半裁竹管を用いた横位のジグザグ文

が施される。

Ⅲ群１類一ｂ（145～154.158）縄文が施される一群である。ループ状の沈線文を伴うもの（145.146）や太

い沈線文を伴うもの（147～150）がある。

Ⅲ群１類一ｅ（159）角押文が施される一群である。159は浅鉢形土器の口縁部の資料であり、内・外面とも

に角押文が巡るが、両者は異なる工具により施されている。

Ⅲ群1類一ｆ（118.152～158.160～167）ａ～ｅ類に分類されなかった一群であり、様々な要素を有す土器

が含まれる。口唇端部に刻みが施されるもの（152～158）・隆帯文を有すもの（161）・立体的な口縁突起部・把

手部など（118.160.162.163）。太い沈線文のみが施されるもの（164）・沈線文を付す馬蹄形の貼付文が施さ

れるもの（165）・頚部を横走する沈線文に斜位の沈線文が施されるもの（166.167）などである。

Ⅲ群６類（169～188）中期後半（曽利式）に位置付けられる一群で、さらに数種に分類される。Ｂ地区からは

ａ種（曽利Ⅳ式）のみが出土している。173は器形に不明点はあるが、釣手土器の一部であることが推測され、

半裁竹管による連続刺突文が施される。１７６．１７８は有孔鍔付土器である。胎土は綴密で良質な粘土を用い、外面

には磨きが施されるなど精製された土器と言える。

Ⅲ群７類（189.190）中期後半（加賀利Ｅ式）に位置付けられる一群である。189.190とも縄文の施される口

縁部の資料であるが、189は沈線・190は隆帯による連弧文と差異がある。

Ⅳ群(Fig60~61、PL23-14.23-16）後期に位置付けられる土器群を一括する。

Ⅳ群１類（191）後期初頭（称名寺式）に位置付けられる可能性のある一群であるが、不明点が多い。沈線区

画内に縄文が施されるが、施文の前後関係は不明である。

Ⅳ群２類（192～２０５．２０６．２０８～217.220～222）後期前半（堀之内１ないしは２式）に位置付けられる一群で

ある。口縁部内面に段状の太い沈線（１条ないしは２条）を施し外面が無文の土器（198～201）などがあるが、

中には後期中葉近くに位置付けられるような資料も含まれる。１９２．２０２．２０４．２１７などはいずれも注口土器の部

分資料と考えられ、胎土は綴密で良質である。外面は吸炭したような黒色を帯びる。これらは後期中葉に近い時

期に位置付けられる可能性もある。206.210は貼付文が付される資料である。特に210は８字貼付文に近く後期

前半の新しい段階（堀之内２式？）に位置付けられるかも知れない。また、２０５．２１３．２１６．２１７にも同様のこと

が言えそうだが明確ではない。なお、193や197は中期にも類似した器形が存在するため、他の群・類への位置付

けが可能かも知れない。

Ⅳ群３類（２０３．２１４．２１５）後期中葉（加曽利Ｂ式）に位置付けられる一群であり、いずれも沈線文を主体とす

る文様が施される。２１４．２１５は口縁部の資料であり、214は口唇端部の外側に、215は屈曲する内側に刻みが巡

る。

Ⅳ群４類（219～221）後期に位置付けられる粗製土器を一括する。無文で胎土が白色を帯びるものが主体的だ

が、220は外面の口唇端部直下に一条の沈線が巡る。

Ｖ群(Fig.61、PL23-16）晩期に位置付けられる土器群を一括する。

Ｖ群１類（222）晩期後半（氷式）に位置付けられる一群である。Ａ・Ｂ地区を通じて１片のみの出土である。

226は外面の口唇部直下に３条の太い沈線が巡る。胎土は堅綴であり、色調は黒色を帯びる。

Ⅵ群(Fig.61、Ｐ1.23-16）各群に分類できない時期不明の土器を一括する。４点（223～226）とも底部資料

である。224の底面には縄状の圧痕が弧状に残る。また、２２５．２２６の底面には網代痕が残る。

－４９－



⑦打製石斧

（Fig.64-16～21、Ｐ1.20-6）

６点を図示した。石材はす

べて粘板岩である。形態はほ

とんどが短冊形であるが、基

部が尖るようなタイプ（18.

19）は別に分類することが可

能かも知れない。また、２０や

21は小型であったり、破損品

のため形態は不明である。

⑧磨石

(Fig.65-22～26、Ｐ1.20-7）

５点を図示した。材質は砂

岩（22～23）、安山岩（24～

26）である。形態は丸形が主

体的である。

⑨丸石

(Fig.65-27～30、Ｐ1.20-7）

材質は砂岩。用途は不明。

⑩凹石

(Fig.65-31～33,Ｐ1.20-7）

材質はいずれも安山岩。

－

一
一

－
L二Ｊ

ﾚーー

ｃ）石器

Ｂ地区から出土した石器は、総点数100点以上におよぶ。ここでは、それらのうち図示した33点の資料につい

て説明を加える。

①石鍍（Fig.６２－１～９，Ｐ1.20-7）

９点を図示した。石材は黒曜石（１～３，６～９）とチャート（４，５）の２種類がある。形態は凹基無茎嫉

（１．２．４．５．６．８）と平基無茎鍍（３）の２形態が認められるが、７．９は基部を破損しており、その

形態は不明である。また、４については石鍍の未製品であると考えられるが、調整順序や大きさにやや疑問点が

あり、他の器種である可能性もある。

②石錐（Fi倉.62-11、ＰＬ２０－７）

１点を図示した。石材は黒曜石であり、幅広の剥片の側辺部下位と先端部に調整を加え、石錐としている。

③掻器（Fig.62-13,Ｐ1.20-7）

１点を図示した。石材はチャートである。半月形の剥片の弧部分に表裏面から剥離を加え、刃部としている。

④石匙（Fig.62-14、Ｐ1.20-7）

１点を図示した。材質は水晶であり、つまみ部の端部上面には自然面が残る。調整は雑であり、未製品である

可能性もある。刃部の両端は欠損している。

⑤その他（Fig.６２－１０．１２、Ｐ1.20-7）

器種は不明である。材質はともに黒曜石である。

⑥磨製石斧（Fig.63-15、Ｐ1.20-5）

Ｂ地区から出土した磨製石斧は図示した１点のみである。石材は蛇紋岩であり、表裏面には縦方向の擦痕が残

る。基部を欠損するが、形態は中型の定角式磨製石斧である。

Fig.６６石器分布図
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